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小
学
校
３
校
、
中
学
校 

４
校
の
計
７
校
が
設
置 

Ｑ
市
内
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の

生
理
用
品
の
設
置
・
利
用
状
況

は
。 

Ａ
ト
イ
レ
へ
の
設
置
状
況
は
、
市

内
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
１

０
４
校
中
、
小
学
校
３
校
中
学

校
４
校
の
計
７
校
が
設
置
。
小

学
校
で
年
間
１
５
個
か
ら
７

  

Ｑ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
生
理
用
品
の
配
布
事
業
の

検
証
は
。 

Ａ
「新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
と
し
て
、

令
和
３
年
５
月
に
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
生
理
用
品
を
購
入
で

き
な
い
学
生
を
対
象
に
無
償
で

実
施
し
た
。
当
初
は
１
か
月
間

の
予
定
で
配
布
を
開
始
し
、
そ

の
後
配
布
期
間
を
令
和
３
年
１

１
月
ま
で
延
長
し
た
が
、
配
布

数
は
１
１
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
。 

配
布
対
象
者
を
、
市
内
の
学
生

に
限
定
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

想
定
よ
り
も
ニ
ー
ズ
は
少
な
い

結
果
と
な
っ
た
。」 

年
代
別
で
３
０
歳
未
満
、 

年
収
３
０
０
万
円
未
満
が 

最
も
多
い
調
査
結
果 

Ｑ
生
理
の
貧
困
が
及
ぼ
す
影
響
の 

把
握
は
。 

Ａ
「
令
和
４
年
３
月
に
厚
生
労
働

省
が
公
表
し
た
「
生
理
の
貧
困

が
女
性
の
心
身
の
健
康
等
に
及

ぼ
す
影
響
に
関
す
る
調
査
」
に

よ
る
と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
後
、
生
理
用
品

の
購
入
・
入
手
に
苦
労
し
た
こ

０
個
、
中
学
校
で
年
間
３
０
個

か
ら
７
０
０
個
。 

Ｑ
小
中
学
校
の
保
健
室
に
設
置
し

て
い
る
生
理
用
品
の
利
用
状
況
。 

Ａ
「
生
理
用
品
の
保
健
室
で
の
設
置

は
全
小
中
学
校
１
０
４
校
で
行

っ
て
い
る
。
利
用
数
は
、
年
間

で
、
２
０
個
未
満
の
学
校
が
８

７
校
、
２
１
個
以
上
の
学
校
が

１
７
校
で
、
最
大
の
利
用
数
は

１
０
０
個
と
な
っ
て
い
る
。
学

校
に
よ
っ
て
配
布
数
は
異
な
っ

て
い
る
。」 

 

「
急
に
必
要
に
な
っ
た
と 

き
に
助
か
っ
た
」
と
好
評
。 

Ｑ
児
童
生
徒
の
意
見
の
把
握
と
内

容
は
。 

Ａ
「
ト
イ
レ
に
設
置
し
た
学
校
で
、

養
護
教
諭
が
聞
き
取
り
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
確
認
し
た
児
童
生
徒

の
意
見
は
、「
急
に
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
助
か
っ
た
」
な
ど
、
設

置
に
は
肯
定
的
で
、
好
評
で
あ
っ

た
。」 

 

根
本
市
議
は
「
寄
附
に
よ
っ
て
ト 

イ
レ
に
置
い
た
学
校
で
は
『
便
利
』 

『
保
健
室
に
行
か
な
く
て
い
い
か 

ら
う
れ
し
い
。』『
安
心
感
が
あ
る
。』 

と
の
反
応
が
あ
る
」
と
紹
介
。 

 

学
校
の
状
況
も
踏
ま
え
な 

が
ら
、
総
合
的
に
判
断 

Ｑ
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品

の
設
置
の
考
え
は
。 

Ａ
「
ト
イ
レ
に
設
置
し
た
学
校
か
ら

は
肯
定
的
な
意
見
が
聞
か
れ
る

一
方
で
、
養
護
教
諭
か
ら
は
、「
保

健
室
で
直
接
渡
す
こ
と
で
、
相
談

支
援
の
き
っ
か
け
に
な
る
」
「
衛

生
面
や
管
理
方
法
に
対
す
る
不

安
が
あ
る
」
な
ど
、
様
々
な
意
見

も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ト
イ
レ
へ

の
生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。」 

  

と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は

８.

１
％
で
、
年
代
別
で
は
３

０
歳
未
満
が
、
世
帯
年
収
別
で

は
３
０
０
万
円
未
満
が
最
も

高
い
割
合
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
生
理
用
品
の
購
入
・
入

手
に
苦
労
し
た
人
は
、
そ
の
対

処
法
と
し
て
『
交
換
す
る
頻
度

や
回
数
を
減
ら
す
』
『
他
の
物

で
代
用
す
る
』
な
ど
で
そ
の
結

果
、
『
か
ぶ
れ
」
な
ど
の
身
体

的
な
健
康
状
態
、
さ
ら
に
は
精

神
的
な
健
康
状
態
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
。」 

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
設
置
を 

根
本
市
議
が
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
求

め
た
こ
と
に
対
し
、
「
単
に
公
共

施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

設
置
し
て
提
供
す
る
の
で
は
な

く
、
引
き
続
き
、
専
門
相
談
電
話

カ
ー
ド
を
設
置
し
て
、
女
性
専
門

相
談
を
案
内
す
る
こ
と
に
注
力

し
て
い
く
。
貧
困
問
題
も
含
め
た

女
性
特
有
の
悩
み
や
必
要
な
支

援
に
つ
い
て
、
相
談
者
に
寄
り
添

い
な
が
ら
丁
寧
に
話
し
合
う
と

と
も
に
、
し
か
る
べ
き
専
門
窓
口

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。」
と
答
弁
。 

 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
、「
生
理
の
貧
困
」
に
係
る
地
方
自
治
体
の
取
組
に

つ
い
て
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
愛
知
県
が
２
０
２
２
年
１
１
月
に
公

表
し
た
「
生
理
の
貧
困
に
係
る
取
り
組
み
」
で
は
、
県
と
６
６
％
の
３
６
自
治

体
が
実
施
。
名
古
屋
市
、
小
牧
市
、
尾
張
旭
市
、
長
久
手
市
な
ど
が
小
中
学
校

の
ト
イ
レ
に
設
置
し
、
そ
の
他
に
保
健
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
の
ト
イ
レ
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
市
役
所
な
ど
の
窓
口
で
配
布
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。 
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生
活
保
護
制
度
を
適
切
に
運
用

す
る
た
め
、
国
や
県
が
実
施
す

る
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
ケ
ー

ス
ワ
ー
ク
の
資
質
向
上
に
努
め

た
ほ
か
、
面
接
相
談
員
や
就

労
・
就
学
支
援
員
な
ど
の
会
計

年
度
任
用
職
員
を
１
８
人
配
置

し
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
体
制
を
と
り
ま
し

た
。 

後
期
高
齢
者
医
療
の
短
期
保

険
証
・
非
課
税
世
帯
で
も 

４
４
人 

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

原
則
、
特
別
徴
収
で
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
金
の

年
額
が
１
８
万
円
未
満
の
場
合
、

普
通
徴
収
と
な
り
、
保
険
料
滞
納

の
場
合
、
有
効
期
間
の
短
い
「
短

期
保
険
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。 

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新
後
の

令
和
４
年
１
０
月
末
に
「
短
期

保
険
証
」
を
発
行
し
た
所
得
別

の
人
数
は
、
課
税
対
象
者
が
２

９
人
、
非
課
税
対
象
者
が
４
４

人
。 

差
押
え
は
２
３
件
に 

令
和
４
年
度
、
短
期
保
険
証
を

発
行
し
た
被
保
険
保
険
者
の
う

ち
、
令
和
４
年
度
に
差
押
え
を

行
っ
た
件
数
は
、
２
３
件
に
も
。 

◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 

午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

党愛知県副委員長 

すやま初美 
 

 

 

 

 

衆議院議員 

もとむら伸子 

タ
ク
シ
ー
券 

障
が
い
者
利

用
２
１
，
６
％ 

高
齢
者
利

用
３
８
，
９
％ 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
タ
ク
シ

ー
券
は
、
券
が
利
用
で
き
る
の
は

運
賃
の
半
額
分
で
、
残
り
の
半
額

は
現
金
で
支
払
う
仕
組
み
で
す
。 

令
和
４
年
度
の
障
が
い
者
の

利
用
率
は
２
１
．
６
％
、
高
齢
者

の
利
用
率
は
３
８
．
９
％
で
し

た
。利
用
し
や
す
い
助
成
制
度
へ

の
見
直
し
が 

必
要
で
す
。 

     

生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー 

１
人
あ
た
り
担
当
９
２
世

帯 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
あ
た

り
の
担
当
世
帯
数
は
社
会
福
祉

法
で
「
８
０
世
帯
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
３
月
末
時
点

で
、
生
活
保
護
世
帯
数
は
、
１
，

７
５
７
世
帯
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

数
は
１
９
人
で
、１
人
当
た
り
の

担
当
被
保
護
世
帯
数
は
、約
９
２

世
帯
で
し
た
。 

根本みはる 
豊田市会議員 

日時：１０月８日（日） 
午後４時～５時 30 分 

場所： 豊田産業文化センター  
小ホール 

参加費：大人 1200円  高校生以下 600円 

・全盲の歌姫 若渚さん 

・オカリナとピアノのユニット 音心さん 

・ピアノ調律師の矢川光則さんのお話もあります。 

主催：被爆ピアノコンサート実行委員会 

 

 
 

 

 

 

 

主催：被爆ピアノコンサート実行委員会 

 

９月２９日（金）午後
２時 

豊田市福祉センタ― 

主催：豊田みよし社保協 

 

岸田政権が狙う 5 年間に４３兆円もの軍事

第拡大に対し、社会保障をより充実したも

のにする行動のひとつです。 

決算

質疑

より 


